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農
産
物
の
プ

1
p
y
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
巻

j¥， 
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ム
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農
産
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プ
l
リ
ン
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に
就
い
て

j¥" 

木

芳

之

助

今
日
の
世
界
的
不
出
期
に
際
し
て
は
、
何
れ
の
岡
に
於
て
色
農
産
物
土
工
業
口
問
E

と
の
債
格
比
率
は
均
簡
を
保
に

中
、
問
者
の
闘
に
所
謂
鉄
般
債
格
差
を
生
じ
、
農
業
者
は
一
一
般
に
不
利
盆
な
る
地
位
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
「
農

e
、
リ
チ

l

業
家
に
劃
す
る
均
等
」
な
る
標
語
を
以
て
、
農
産
物
憤
絡
を
工
業
品
債
格
水
準
に
去
で
引
き
上
げ
ん
と
す
る
要
求

の
起
る
所
以
で
あ
る
。
私
は
舎
で
農
業
恐
慌
に
就
て
論
じ
、
「
農
業
の
特
質
よ
り
し
で
、
生
産
の
伸
縮
が
迅
速
に
行

は
れ
ざ
る
に
よ
り
、
農
産
物
と
工
業
品
と
の
債
格
差
は
、
農
業
恐
慌
時
に
於
て
最
も
願
著
に
，
現
は
れ
、
農
民
の
苦

一
般
景
気
費
動
中
に
於
て
農
産
物
の
債
格
と
工
業
口
叩
債
格
・
と
の
描
く
浪
動
的
運

動
の
遡
期
、
雨
者
の
債
格
差
の
問
題
こ
そ
今
後
の
農
業
問
題
を
解
決
す
る
鍵
で
あ
る
」
主
連
べ
に
。
こ
の
債
格
差

痛
を
一
一
暦
甚

rし
か
ら
し
め
る
。

一
般
に
そ
の
生
産
は
所
謂
機
械
的
生
産
仁
し
て
、
農
業
の
如
き
有

機
的
生
産
に
比
し
て
人
矯
的
な
る
生
産
の
伸
縮
が
容
易
な
る
上
に
、
費
本
支
配
に
基
〈
企
業
集
中
に
よ
り
、
生
産

ee生
十
る
所
以
は
、

一
方
工
業
界
に
於
て
は
、

調
節
が
任
意
に
行
は
れ
、
よ
く
需
要
じ
臆
じ
て
そ
の
供
拾
を
統
制
し
得
る
に
反
し
、
他
方
農
業
界
に
於
て
は
、
生

費
者
の
多
数
、
生
産
時
期
の
一
定
、
強
度
の
腐
敗
性
、
自
然
の
恋
意
に
よ
る
生
産
調
節
の
困
難
等
に
よ
h
J
、
生
産

1) 拙稿、農業恐慌、経済論叢、第32巻4誠、口3到。



及
び
販
買
上
の
統
制
を
加
へ
難
き
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

即
ち
資
本
主
義
後
展
の
初
期
に
於
て
は
、
工
業
界
に
於
て
も
比
較
的
自
由
競
争
が
行
は
れ
、
工
業
品
債
格
は
自

働
的
に
低
下
し
、
農
民
に
と
り
で
も
相
官
な
る
債
格
が
構
成
さ
れ
た
。
然
る
に
濁
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
、

自
由
競
守
に
よ
る
債
格
構
成
が
止
揚
き
れ
、
債
格
協
定
が
行
は
れ
る
。
こ
の
協
定
債
格
は
自
由
競
争
債
格
よ
り
も

高
校
に
あ
る
ぞ
常
と
し
、
時
と
し
で
は
濁
占
債
格
の
成
立
を
も
可
能
な
ら
し
め
る
か
ら
、
こ
の
工
業
品
を
購
入
す

る
農
民
の
生
活
費
と
農
産
物
の
生
産
費
と
な
増
大
せ
し
め
、
農
民
の
負
携
を
過
大
な
ら
し
め
る
。
然
る
に
農
産
物

に
於
て
は
、
上
越
の
諸
理
由
に
よ
り
供
給
統
制
凶
行
は
れ
難
き
た
め
、
そ
の
債
格
構
成
は
自
由
競
争
に
委
す
る
外

な
く
、
加
ふ
る
に
各
地
方
問
の
農
産
物
の
季
節
的
出
荷
に
統
制
な
き
場
合
多
き
を
以
て
、

一
年
聞
を
通
じ
て
之
を

見
れ
ば
、
農
産
物
の
供
給
は
需
要
と
均
衡
を
保
つ
場
合
に
於
て
き
へ
、
出
荷
の
輯
榛
時
に
於
て
は
債
格
の
暴
落
を

来
し
、
農
業
者
は
生
産
費
を
も
償
れ
今
、
そ
の
生
活
基
準
も
勢
ひ
低
下
す
る
乙
と
、
な
ら
ゴ
る
を
得
な
い
。

こ
の
債
格
に
闘
す
る
統
制
政
策
は
、
素
よ
り
岡
家
権
力
の
稜
勤
に
侠
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
一
方
工
業
界

に
於
て
は
、
濁
占
債
格
卦
策
と
し
て
、
一
耽
舎
立
法
た
る
カ

Y
ア
U
F

法
に
よ
り
で
、
不
嘗
な
る
人
魚
的
な
る
債
格
の

釣
上
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
他
方
農
産
物
の
債
格
統
制
に
在
り
で
は
生
産
費
を
償
ふ
程
度
に
其
の
債
格
を
引
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
岡
家
に
よ
る
雨
方
面
の
統
制
策
が
、
米
穀
の
如
き
主
要
農
産
物
を
除
き
、
俄
に
樹

立
き
れ

Y
る
限
り
、
農
業
者
自
身
が
農
産
物
慣
格
の
決
定
者
、
農
村
購
買
品
債
格
の
決
定
者
と
し
て
立
つ
外
は
な

い
で
あ
ら
九
。
工
業
界
に
於
て
カ

Y
4
7
Y
の
如
き
自
治
的
統
制
組
織
の
存
す
る
以
上
、
農
業
界
に
於
て
も
之
に
封

農
産
物
の
プ

1
リ
y
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
巻

i¥ 

第
四
競

七

東滞庄治氏、農業政策の据嘗者産業組合〈産業組合、昭和9年2月盟主)参照。
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醸
す
べ
き
農
業
者
の
自
治
的
統
制
組
織
の
必
要
な
る
は
一
五
ふ
迄
も
な
い
。
し
か
も
此
の
農
業
者
の
統
制
組
織
は
、

今
日
の
枇
舎
に
於
て
は
産
業
組
合
の
如
き
協
同
組
合
組
織
に
侯
つ
外
は
な
い
。
今
日
の
濁
占
資
本
主
義
段
階
に
於

て
は
、
産
業
組
合
は
債
格
政
策
の
携
嘗
者
と
し
て
、
婚
に
工
業
の
濁
占
資
本
に
卦
立
す
べ
き
重
大
使
命
を
措
っ
て

ゐ
る
。
嘗
て
チ
ヤ
ヤ
ノ
ア
は
『
農
業
的
産
業
組
合
の
圃
民
経
漕
的
意
義
』
な
る
論
文
中
に
於
て
二
，
上
越
せ
る
如
き

何
高
と
い
ふ
地
方
的
産
業
組
合
結
合
が
一
の

E
大
な
る
聯
合
組
織
に
併
合
し
、
そ
の
個
々
の
機
関
の
粧
憐
カ
を
合

同
し
陥
統
一
的
に
指
帯
す
る
可
能
性
の
賀
現
に
託
手
伝
思
は
ず
、
農
業
に
於
て
は
、
そ
の
大
3
に
於
い
て
も
前
古

未
曾
有
の
、
而
も
そ
の
規
模
の
大
い
え
h

に
於
い
て
最
大
の
工
業
企
業
や
金
融
コ
ン
刊
y
z
y
ン
に
優
る
と
も
劣
ら
な

い
筈
の
、
極
構
組
織
の
輪
廓
が
眼
前
に
洋
ぴ
出
る
L
K
云
へ
る
言
葉
に
る
や
、
自
国
産
販
買
小
委
量
の
五
割
、
困

際
市
場
に
於
げ
る
小
委
供
給
量
の
二
割
五
分
を
支
配
せ
る
カ
ー
ナ
ダ
の
小
萎
プ

l
y
の
出
現
を
回
想
す
る
と
き
、
必

十
し
も
ユ
ト

l
ピ
ア
に
ら

Y
る
守
知
る
で
あ
ら
う
。

き
れ
ば
農
業
界
に
於
て
は
、
そ
の
生
産
過
程
に
は
多
分
仁
非
資
本
主
義
的
諸
要
素
を
包
含
す
る
に
拘
ら
示
、
農

産
物
の
商
品
化
が
高
度
化
す
る
に
仲
ひ
、
協
同
組
合
組
織
に
よ
る
農
産
物
の
共
同
販
責
が
重
要
な
る
役
割
を
演
十

る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
我
闘
に
於
て
は
農
産
物
の
共
同
販
買
の
携
嘗
者
は
、
菅
け
い
産
業
組
合
法
に
よ
る
販
責
組

合
の
み
に
限
ら
子
、
任
意
組
織
に
基
〈
申
合
せ
の
所
謂
出
荷
組
合
も
、
何
れ
も
如
何
に
し
て
有
利
に
販
責
す
べ
き

か
、
如
何
に
し
て
わ
い
よ
き
債
格
を
獲
得
す
べ
き
か
、
主
七
如
何
に
し
て
安
定
せ
る
債
格
を
求
h
u

ペ
き
か
に
就

τ

腐
心
し
て
ゐ
る
。
更
に
謹
ん
で
は
、
農
民
の
協
同
販
責
組
合
に
よ
り
て
、
債
格
決
定
の
支
配
纏
き
へ
も
握
ら
ん
と

1) T6chajanpw， Die volkswirtschaftliche Bedeutung; der landwirtschaftlichen 
Genossenschaft (Weltwirtsc:haftliches Archiv， Hd" 24・H"ft2. 1926. S. 298) 

z) 拙著、米慣及び米慣統制問題、 572頁。
3) 商工省、金圃に於ける出荷圃檀回状況(昭和6年3月)r.::Jれほ、この佳意組合

は2，624困憶に達してゐる〈同書3貰〉。



， 

努
力
し
て
ゐ
る
。
即
ち
販
賓
組
合
の
新
し
き
任
務
は
債
格
の
統
制
で
あ
り
、
「
精
神
に
於
て
は
濁
占
的
で
あ
り
、
市

場
支
配
を
熱
望
す
る
も
の
」
で
め
る
。
こ
の
勤
に
就
て
サ
ピ
ロ
(
〉

-
F立
円
。
)
は
日
〈
「
吾
々
は
共
同
販
貰
の
目
的

を
以
て
、
穀
物
の
物
的
取
引
に
於
て
何
等
か
の
節
約
金
費
す
こ
と
で
あ
る
と
は
言
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
特

殊
な
る
描
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
頭
脳
を
憎
ま
す
に
は
、
絶
卦
的
に
能
り
に
些
細
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
吾
々
は

共
同
販
買
に
つ
い
て
語
る
場
合
に
は
、
次
の
如
〈
言
ふ
。
却
九
五
口
々
は
小

2
 

指
針
債
絡
の
水
準
を
引
上
じ
る
こ
と
に
閥
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
」
と
。
却
ち
工
業
口
叩
就
に
生
活
費
と
釣
人
口
ふ
ゃ
う

何

ee魚
さ
ん
と
試
み
つ
〉
あ
る
か
?

農
産
物
の
債
格
水
準
伝
引
上
ぐ
る
こ
と
が
、
関
山
資
本
主
義
段
階
に
於
げ
る
、
共
同
販
賓
の
終
局
の
目
棋
で
あ
ら

む
ば
む
ら
な
い
と
お
れ

τめ
4

4

0

• 

農
業
協
同
販
責
組
合
が
向
ほ
か
う
る
強
力
な
る
組
織
に
遼
せ
な
い
場
合
に
於
て
も
、
そ
れ
は
弱
小
生
走
者
の
生

存
を
防
衛
す
べ
き
使
命
の
下
に
、
騰
落
定
り
な
き
債
格
の
波
の
う
ね
り
か
ら
、
せ
め
て
そ
の
偶
然
性
を
排
除
し
て
、

販
責
に
伴
ふ
危
険
を
能
ふ
限
り
分
散
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
所
調
プ

l
リ
ン
グ
な
る
も
の
が
、
最
迩
版
貰
組
会
の

中
心
問
題
と
な
り
つ
〉
あ
る
。
農
産
物
の
商
品
化
が
高
度
に
行
は
れ
、
共
同
販
買
が
殺
達
し
て
ゐ
る
ア
メ

9
カ
に

於
て
は
、
プ

1
9
ン
グ
は
小
妻
、
煙
車
、
牛
乳
、
酪
農
品
、
棉
花
、
果
賞
、
競
菜
等
に
就
て
、
肢
に
早
く
か
ら
賞

施
ぎ
れ
て
居
り
、
殊
に
青
果
販
貰
組
合
に
於
て
は
、
そ
の
全
数
の
三
分
の
二
が
之
を
賞
施
し
て
ゐ
る
dr

我
闘
に
於

て
は
こ
の
方
面
の
竣
謹
は
比
較
的
遅
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
締
聯
」
で
は
昨
年
七
月
か
ら
生
赫
販
買
に
プ

1
9

ン
グ
を
施
行
す
る
こ
と
』
な
り
、
「
会
販
聯
」
に
於
て
も
米
の
共
同
販
責
に
つ
い
て
は
今
後
プ

1
9
ン
グ
ぞ
寅
施
す

農
産
物
の
プ
l
p
y
グ
に
就
い
で

第
三
十
八
巻

第
四
披

j¥ 

五

九

議

E.' G. Nourse，' EcoDomic ph恥 sophyor-I，;:OOP町 ation(The A皿 ericaロ ECODomic
Review， De-ce皿 ber，I<)22，) p. 586. 
J. E. Boyle， The f"rmers-and the gmin trade' in the United States; An 
!~~~~P!~tá.tion .of the present pooling movement (The Economic Joumal.. Vol. 
XXXV， 1925.) p. 18， 

野崎保平氏、 7・~ !J ;:.-'グに閥ナる考察(曜業組合、昭和7年9月競)参照。

2) 

3) 



農
産
物
白
プ

I
H
Y
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
血
管

八
一
大

第
四
時
抗

四。

る
に
至
る
べ
〈
、
青
果
物
の
共
同
販
寅
に
闘
し
で
も
漸
次
之
が
進
展
を
見
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

と
の
小
論
に
於
て
は
、
農
産
物
プ

1
9
ン
グ
の
意
義
、
内
容
を
検
討
し
.
且
つ
そ
れ
が
農
産
物
の
供
給
統
制
、

債
格
の
安
定
上
に
如
何
な
る
作
用
を
及
す
る
も
の
な
る
か
に
就
て
若
干
の
考
察
を
加
へ
ゃ
う
と
思
ム
。

プ
1
9
ン
グ
は
農
業
者
の
生
産
す
る
農
産
物
が
版
貰
組
合
を
通
じ
て
販
賀
さ
れ
、
組
合
を
通
じ
て
代
金
炉
問
牧

5
れ
る
事
hr
前
提
と
す
る
が
、

プ
l
リ
ン
グ
な
る
言
葉
は
常
に
必
や
し
も
一
様
の
概
念
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
或
る
場
合
、
プ

I
リ
ン
グ
は
取
に
、
一
生
産
者
間
へ
の
販
貰
費
用
の
割
り
嘗
て
伝
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ

、、，，
P

、、，
J

と
あ
り
、
に
ま
た
平
均
債
格
を
基
礎
Erー
す
る
手
取
金
の
決
曹
を
意
味
す
こ
と
あ
り
、
三
更
に
何
等
か
の
市
場
の
統

制
方
向
へ
の
努
力
を
指
示
す
る
こ
と
も
あ
る
ω

ハ
註
〉
グ
ラ

l
A
T
:ド
岡
氏
は
、
プ
1
リ
ン
グ
を
よ
一
ユ
つ
に
分
類
し
、
付
費
用
プ
ー
と
野
町
内

5
3
0
の

目

的

は

、

車

上

主

通
費
用
を
公
平
な
る
規
準
に
よ
り
で
組
A
T
員
に
按
分
す
る
に
あ
る
と
な
す
。
例
へ
ば
家
主
回
版
責
純
舎
に
於
で
は
、
各
組
合
員
の
衆
音
を
運
搬
及

び
管
理
す
る
全
費
用
は
、
之
を
共
遁
費
と
看
倣
L
、
各
組
A
Y
員
白
一
服
責
頭
毅
又
は
英
の
重
量
に
臆
じ
て
之
を
分
世
田
せ
し
む
る
知
き
で
あ
る
。
司

決
済
プ
ー
ル
(
由
主

-30E
唱
。
。
]
)
に
於
て
は
・
地
方
組
合
は
中
央
版
寅
部
を
通
じ
て
賓
却
す
。
こ
白
中
央
版
賓
部
は
各
組
合
に
出
荷
。
時
期
越

に
場
所
在
指
定
ナ
。
一
定
期
間
の
費
上
金
は
平
均
し
て
、
各
組
合
員
へ
そ
の
出
荷
物
の
品
質
故
に
数
量
に
聴
じ
て
分
問
さ
れ
る
。
司
阪
喪
ず
ー

ル
(
冨

E
Z
J》
。
。
】
)
は
市
場
へ
の
出
荷
を
統
制
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
最
大
の
費
上
金
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
は
付
夫
々

の
市
場
へ
は
遁
量
を
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
山
債
格
の
暴
落
を
来
さ
ぎ
る
で
つ
出
荷
白
季
節
的
転
鞍
を
港
け
る
こ
と
に
よ
り
、
川
債
格
の
決

定
櫨
を
得
る
た
め
供
給
の
大
部
分
を
支
臨
す
る
こ
と
に
よ
り
で
行
は
れ
る
も
?
と
な
ナ
冶

、、

併
し
プ

1
9
ン
グ
は
遜
例
よ
り
狭
義
に
解
せ
ら
れ
、

一
定
期
間
、
凡
て
の
組
合
員
の
農
産
物
が
集
合
さ
れ
、
同

A.可V'.-Mckay; Management problems of coopemtiv1e associations marketing fruits 
and vegetables (U. S. Depart. of Agriculture， Bull. No. "4'4) P・34・
J. Hanna， The Law of∞0何回目町 田町'ketinga.ssociations. 1931， p.-263・
Clark and Weld， Marketin~: agricuitural prod山 tsin the United States， 1932. 
p・ 538 • 539・Nourse，The -legal status of agric111tnrョ cooperation，1927， p. 
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J

L

P

久

わ

W

U川
町

v
I
Y
3
ν

山

一
等
級
品
は
互
に
混
合
さ
れ
て
共
同
販
責
さ
れ
、
各
組
合
員
は
そ
の
出
荷
数
量
に
臆
じ
、
そ
の
期
間
の
平
均
債
格

(主

-
U

ヤ
-
受
く
る
契
約
を
意
味
し
て
居
る
。
こ
の
プ

I
リ
ン
グ
に
劃
し
て
は
邦
語
に
於
て
は
、
共
同
計
算
な
ろ
言
葉
が
普

通
用
ゐ
ら
れ
て
居
、
り
、

各
組
合
員
の
出
荷
物
が
個
別
的
に
貰
却
さ
れ
、
従
て
代
金
が
個
別
的
に
支
捕
は
れ
る
個
別

計
算
に
劃
臆
す
る
意
味
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。

(
醤
)
プ

1
リ
ン
グ
に
関
し
で
は
、
各
論
者
に
よ
り
大
同
小
異
白
定
義
が
下
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
は
フ
オ
レ
月
タ

1
は
「
異
れ
る
生
産
者
に
屈
す

る
同
一
等
級
及
び
同
一
品
質
の
生
産
物
は
、
一
定
期
間
互
に
混
合
さ
れ
て
、
販
賓
さ
れ
、
生
産
者
の
手
取
金
が
該
期
間
中
に
得
b
れ
た
平
均
債

格
に
基
礎
を
誼
〈
や
う
に
す
る
事
で
あ
る
。
レ
と
定
義
し
て
ゐ
る
。

ま
た
コ
ミ
ツ
シ
ユ
は
プ

1
リ
ン
ゲ
を
定
義
し
て
「
農
業
者
が
彼
等
の
生
産
物
を
混
令
し
、
一
定
期
閉
そ
れ
を
共
同
阪
賓
L
、
各
農
業
者
自
そ

の
生
産
物
に
調
す
る
手
取
金
を
ば
、

7

1
リ

y
r期
間
中
企
生
濯
物
が
得
た
る
平
均
償
格
に
甘
描
い
て
、
典
へ
る

ι
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
一

計
貰
で
あ
聞
や
し
ょ
L

挑
ベ
て
ゐ
る
コ

今
プ

1
9
ン
グ
の
概
倉
'
炉
二
層
明
白
な
ら
し
か
る
た
め
貴
例
を
以
て
示
さ
ん
に
、
落
に
柑
橘
販
責
組
合
あ
り
左

す
る
。
先
づ
組
会
員
は
自
己
の
栽
培
せ
る
柑
橘
を
組
合
に
持
参
す
る
。
組
合
に
於
て
は
係
員
が
ゐ
て
、
葱
に
集
っ

て
来
る
柑
橘
を
組
合
の
一
規
定
せ
る
格
附
に
従
て
選
別
し
、
一
等
品
は
一
等
品
ど
う
し
で
、

二
等
口
叩
は
二
等
品
ど
う

し
で
、
以
下
同
様
に
混
合
し
て
、
夫
々
等
級
別
で
、
規
定
の
箱
に
詰
め
る
。
従
て
各
組
合
員
の
出
荷
に
就
て
は
一

等
品
幾
個
、
二
等
品
幾
個
等
々
と
記
鋒
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
荷
遣
さ
れ
た
る
柑
橘
は
、
組
合
の
趨
嘗
と
考

へ
る
市
場
へ
趨
時
に
、
卸
ち
各
市
場
の
需
要
供
給
闘
係
を
比
較
研
究
し
て
、
最
色
高
く
貢
れ
る
市
場
へ
稜
註
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
、
各
組
合
員
は
販
責
債
格
及
び
販
責
時
期
の
決
定
を
組
合
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。
而
し
て
同

じ
一
等
品
で
も
販
貰
先
と
販
責
時
期
と
を
異
に
す
る
に
よ
り
、

必
十
し
も
同
一
の
債
格
で
責
れ
な
い
が
、
こ
の
各

農
産
物
の
プ

1
H
ン
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
巻

第
凶
競

四

八
一
七

D
U
F
4
F
下

Powell， Cooperation in Agriculture， 19':H， p. :2空7・
R. B. Fo町 ester，Report upon large sca.le of CoopE~rati ve marketing in the United 
States of Ameria， 1925， p. 89・
N. 11. Comish， Cooperative rnarl<.eting of agricultural products， 1929' p. 292. 
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農
産
物
の
プ

l
p
y
グ
に
就
い
て

第
二
一
十
八
容

i¥ 

入

第
四
就

四

等
級
品
の
買
上
金
か
ら
組
合
の
手
数
料
や
其
他
の
販
貰
費
用
を
差
引
く
と
、
夫
々
の
等
級
品
の
純
粋
手
取
金
が
剣

明
す
る
。
か
く
て
一
定
期
間
の
各
等
級
品
の
純
粋
手
取
金
を
夫
々
個
々
に
卒
均
し
て
、
各
等
級
品
夫
々
一
個
官
り

の
車
位
純
手
取
金
を
算
出
し
、
各
組
合
員
の
出
荷
せ
る
各
等
級
品
の
夫
々
の
個
数
を
之
に
照
臆
す
る
夫
々
の
単
位

純
手
取
金
に
乗
じ
て
、
各
組
合
員
へ
の
支
掛
額
を
決
定
す
る
。
而
し
て
プ
!
?
ン
グ
の
施
行
期
間
の
比
較
的
長
期

な
る
場
合
に
は
、
通
例
組
合
は
各
組
合
員
に
出
荷
と
同
時
に
代
債
の
幾
割
か
を
前
波
し
、
プ

l
p
ン
グ
期
間
後
に

決
算
す
る
も
の
曹
と
す
る
。

プ
1
9
ン
グ
の
本
質
は
以
上
の
如
き
も
の
な
る
を
以
て
、
こ
れ
が
施
行
上
、
問
題
と
な
る
諸
勅
を
皐
ヤ
れ
ば
、

、‘，J

、、，F

一
各
組
合
員
の
持
参
せ
る
生
産
物
に
劃
し
て
は
、
等
級
に
臆
じ
て
、
貰
上
金
を
如
何
に
配
分
す
る
か
。
二
プ

l
y

f

，‘、

、、，，

の
直
域
を
如
何
な
る
大
き
に
す
べ
き
か
、
三
プ
!
?
ン
グ
の
期
聞
を
如
何
に
と
る
べ
き
か
、
四
販
貰
口
叩
に
劃
す
る

f

，

‘

、

，

ez

、

代
金
が
完
全
に
岡
耽
さ
れ
る
迄
の
金
融
を
如
何
に
す
べ
き
か
.
五
プ

1
Y
の
形
態
を
任
意
と
す
べ
き
か
強
制
と
す

〆，‘、

べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
。一ー一

プ
!
?
ン
グ
施
行
上
問
題
左
な
る
諸
勤
に
就
て
左
に
之
を
吟
味
す
る
。

吋
等
級
に
腰
ず
る
代
金
支
梯
プ

1
リ
ン
グ
に
於
て
は
、
各
組
合
員
の
個
々
の
出
荷
品
に
卦
し
て
は
、
ぞ
れ
が

獲
得
せ
る
現
貰
の
貰
債
を
排
ひ
戻
す
の
で
は
な
く
、
各
組
合
員
の
出
荷
口
聞
を
混
合
し
、
そ
の
品
質
の
相
劃
的
差
異

に
臆
じ

τ、
責
債
を
捕
毘
す
の
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
第
一
に
起
る
問
題
は
、
こ
の
品
質
の
相
卦
的
差
異
を
測
定
表



示
す
べ
き
尺
度
た
る
等
報
格
付
の
確
立
を
如
何
に
す
る
か
の
結
で
あ
る
。
蓋
し
「
品
質
を
無
視
す
る
生
産
物
の
プ

1
9
ン
グ
は
、
下
等
口
聞
に
プ
V

ミ
ア
ム
を
興
へ
る
こ
と
う
な
り
、
上
等
口
叩
の
生
産
者
に
損
害
を
加
へ
る
こ
?
と
ち
な

る
か
ら
で
あ
る
」
。

通
例
凡
て
の
農
産
物
に
は
品
質
に
可
な
り
の
差
異
が
あ
る
か
ら
、
夫
々
の
品
質
に
臆
じ
て
支
排
ふ
た
め
に
は
、

こ
の
品
質
の
差
異
を
充
分
に
表
示
じ
得
る
や
う
等
綾
(
拘
『
邑
巾
)
を
細
分
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
等
級
を
舘

h
ノ
に
細
分
す
る
こ
と
は
、
↓
之
に
要
す
る
費
用
を
過
大
な
ら
し
め
、
ま
た
斗
一
農
産
品
に
就
て
飴
り
に
多
数
の
等

般
の
存
す
る
こ
と
は
、
ぞ
の
農
産
品
の
需
要
者
を
混
乱
せ
し
一
け
る
こ
と
ラ
な
る
か
ら
、
賞
際
に
は
一
等
級
(
問
『
包
巾
)

や
し
て
輔

h

川
県
一
れ
る
一
日
山
報
公
山
山
…
…

or口
一
問
団
〉
以
K
佐
代
米
げ
し
め
、

v
 

そ
の
責
上
金
は
一
等
級
内
の
各
品
等
を
基
礎
正
し
て
、
之
を
各
組
合
員
に
分
配
す
る
外
は
な
い
。
従
て
こ
の
場
合

一
等
級
内
の
各
品
等
に
卦
し
て
は
組
合
内
部
で

人
魚
的
な
る
債
格
評
定
を
行
ひ
、
之
に
よ
り
て
同
一
等
級
内
に
於
て
も
、
よ
り
優
れ
た
る
品
質
に
劃
し
て
は
能
分

の
支
捕
を
な
し
、
し
か
も
外
部
に
封
し
て
は
需
要
者
の
要
求
に
臆
守
る
や
う
等
民
争
)
趨
営
な
る
少
数
に
限
る
と
と

が
出
来
る
。
こ
の
方
法
は
ア
メ
リ
カ
に
於
て
鶏
卵
、
桃
、
棉
花
、
煙
草
等
の
プ
!
?
ン
グ
に
一
一
般
に
採
用
さ
れ
て

ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
は
各
等
紐
に
劃
し
て
は
、
客
相
倒
的
な
る
債
格
が
得
ら
れ
る
が
、

(
箆
)
農
産
回
開
白
等
級
化
、
印
ち
絡
付
は
之
に
よ
り
て
営
該
商
品
を
し
て
、
市
場
の
有
数
需
要
に
最
も
よ
〈
遁
膿
せ
し
め
る
た
め
、
凡
て
の
取

引
賞
事
者
に
よ
り
て
用
ゐ
ら
れ
、
且
ヲ
理
解
さ
札
る
所
の
共
遁
標
準
名
稽
を
輿
ふ
る
に
あ
る
。
従
て
等
級
は
市
易
自
一
需
要
を
反
映
し
、
従
で
市

場
慣
格
を
反
映
ナ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。
農
産
品
の
一
技
術
的
諸
性
質
た
る
、
形
妹
、
色
彩
、
風
味
等
は
、
そ
れ
が
該
商
品
白
有
数
需

農
産
物
白
プ

1
9
y
グ
に
就
い
て

四

第
三
十
八
巻

i¥ 

先企

第
四
競

~omish， • op. cit.， p.. 2:94・

Comish， op. cit.， 295・
1) 
2) 



農
産
物
白
プ

I
F
Y
グ
に
就
い
て

第
四
勝

四
四

第
三
十
八
巻

八
二

O

要
に
苅
従
て
市
場
償
却
柑
に
彰
響
を
及
ぼ
す
が
故
に
冶
等
級
決
定
の
基
準
を
な
す
。
等
級
化
の
必
要
目
的
は
、
各
等
級
が
賓
際
に
市
場
で
有
つ
「
好

み
」
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
格
付
者
が
か
〈
あ
る
べ
し
k
考
ふ
る
「
好
み
」
を
認
識
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
従
て
農
産
物
の
有
ワ
技
術
的

諸
性
質
は
、
時
と
場
所
と
に
臆
じ
て
等
級
化
に
封
し
、
同
一
程
度
目
重
要
性
を
持
つ
も
白
で
な
い
。
寅
際
の
農
産
物
の
等
級
は
、
そ
の
技
術
的

性
質
が
示
ナ
ほ
ど
多
種
多
様
の
も
の
で
は
な
い
。

、、

農
産
口
聞
に
封
す
る
組
合
内
部
に
於
げ
る
品
等
化
は
、
外
部
に
劃
す
る
等
級
よ
り
も
よ
り
細
分
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
こ
の
内
部
的
品
等
の
細
分
が
な
け
れ
ば
、
潤
も
す
れ
ば
組
合
員
は
栽
培
上
の
手
数
を
省
、
手
、
同
一
等
級

に
半
じ
て
合
格
す
る
迄
品
質
彰
低
下
付
し
め
る
快
が
み
の
あ
。
併
し
飴
り
に
矧
琉
な
る
内
部
的
品
等
細
分
は
、
組
合

の
帳
簿
係
や
艇
骨
者
に
過
大
の
負
携
を
課
す
お
の
み
な
ら
十
、
往
々
に
し
て
組
合
員
問
の
乳
蝶
の
原
因
と
も
な
る

A

Y
ナ
の
云
ふ
如
〈
、
品
等
の
決
定
に
は
寧
ろ
多
少
、
「
常
識
で
判
断
す
お
」
こ
と
が
望
ま
し
い
。

か
ら
、向

ほ
往
々
に
し
て
、
あ
る
農
産
品
の
二
等
品
の
責
上
金
が
一
等
品
の
買
上
金
よ
り
寧
ろ
多
い
場
合
も
あ
る
。
例

へ
ば
ア
メ

9
カ
の
リ
シ
ゴ
版
寅
組
合
に
就
て
見
る
い
い
、
最
高
級
品
に
封
す
お
市
場
の
需
要
は
タ
リ
/
ス
マ
ス
に
現
れ

る
か
ら
、
組
合
は
十
一
月
に
最
高
級
品
を
販
責
す
る
。
然
る
に
二
等
品
以
下
に
劃
し
て
は
、
十
二
月
及
び
翌
年
一

月
に
需
要
が
起
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
そ
れ
を
出
荷
す
る
の
で
あ
る
が
、
市
場
の
景
況
に
よ
っ
て
時
と
し
て
は
こ

の
二
等
品
の
方
が
最
高
級
品
よ
り
も
高
〈
買
れ
、
従
て
劣
等
品
の
生
産
者
が
よ
り
多
額
の
手
取
金
を
得
る
や
う
な

場
合
も
起
る
。
従
て
か
-h

る
文
捕
の
不
合
理
を
避

t
る
た
め
、
所
謂
「
桓
糟
債
値
プ

l
リ
ン
グ
」

(ロ
R
g
E
E
5
Z

唱
。
。
-
一
回
開
)
が
採
用
さ
れ
、

一
定
期
聞
を
通
じ
て
、
出
荷

p
ン
ゴ
ぞ
等
級
別
に
取
扱
は
や
、
各
等
級
品
の
全
部
め
買
上

金
を
各
組
合
員
の
出
荷
数
量
に
躍
じ
て
、
平
均
す
る
こ
と
〉
し
て
ゐ
る
。

こ
の
方
法
は
、
か
〉
る
場
合
、
寧
ろ
プ

(J our"，al of"" farm 。0.B. J田 ness，The economic basis of 
economics， Oct. 1933) p・708fl. 
Hanna， Law of Coopcτative maTketing associat. i~on s. J 1931， p. 266. 
H四 na，op. cit.， p. 266. 
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j
J

よ
汚
点

ra
一
五
三
一

1
9
Y
グ
の
本
質
に
よ
り
遁
臆
す
る
色
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

む
ブ
ー
ル
の
直
域
プ

1
9
ン
グ
を
施
行
す
る
場
所
的
範
圃
は
、

ω先
づ
第
一
に
農
産
物
の
品
質
や
共
の
作
付

面
積
の
庚
独
等
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
が
、
二
第
二
に
は
プ

1
9
U
J
グ
を
行
ふ
販
貰
組
合
の
主
要
目
的
や
共
の
毅

展
段
階
の
如
何
に
よ
り
て
も
決
定
せ
ら
れ
る
。
先
づ
第
一
の
賭
よ
り
考
ふ
る
に
、
或
る
農
産
物
が
一
定
の
地
域
に

限
り
栽
培
さ
れ
る
場
合
に
は
、
プ

l
y
の
匡
域
は
比
較
的
狭
小
な
る
営
該
地
域
に
限
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
生

筑
及
び
青
果
の
如
〈
、
腐
敗
性
大
に
し
て
、
従
て
遠
距
離
輪
選
に
堪
へ
ぎ
る
耐
品
に
あ
り
で
は
、
勢
ぴ
共
の
販
路

は
比
較
的
狭
少
な
る
地
域
に
限
ら
れ
て
ゐ
4
0

か
ら
、
従
て
プ

l
y
の
区
域
色
左
程
大
な
る
を
梓
な
い
。
蹄
に
果
賞
、

疏
来
日
班
て
は
、
一
一
地
方
い
か
叫
質
典
的
仙
川

ω自
熱
的
僻
件
羽
ヌ
叫
載
拙
者
の
特
殊
杭
術
仁
よ
h
ノ
τ市
他
地
方
よ
り

特
に
優
れ
た
名
商
口
聞
を
出
荷
し
、
或
は
気
候
の
如
何
に
よ
り
特
に
早
熟
品
を
出
荷
す
る
等
の
事
情
の
あ
る
場
合
に

は
、
プ

l
y
の
直
域
を
大
な
ら
し
む
る
を
得
な
い
。
之
に
反
し
小
委
、
米
穀
の
如
き
庚
大
な
る
地
域
に
亘
り
て
生

産
さ
れ
る
商
品
に
あ
り
で
は
、
プ

I
Y
の
直
域
は
大
な
Z
を
要
す
。
こ
れ
直
域
の
大
な
あ
程
、
市
場
へ
の
出
荷
を

統
制
し
易
〈
、
且
つ
品
質
に
基
〈
等
級
を
廃
一
範
園
に
亘
り
て
確
立
し
、
品
質
に
臆
じ
て
支
梯
を
な
す
と
い
ふ
プ

1

タ
ン
グ
本
来
の
目
的
寅
現
を
容
易
な
ら
し
む
る
か
ら
で
あ
る
一
。
殊
に
小
委
の
却
さ
世
界
商
品
に
在
ち
て
は
、
そ
の

債
格
の
統
制
上
圃
際
プ

I
Y
の
貴
現
さ
へ
問
題
と
な
夕
刊
。

第
二
に
プ

l
リ
ン
グ
は
既
設
の
販
貰
組
会
を
根
抵
と
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
販
責
組
A
n
網
の

竣
遣
が
充
分
で
な
い
場
会
に
は
、
プ
!
"
ノ
シ
グ
は
後
遺
の
危
険
分
散
の
作
用
を
傍
h
u
消
極
的
作
用
を
帯
一
揮
す
る
に

農
産
物
の
プ

1
引
ン
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
巻

第
四
貌

四
五

i¥ 

1) Comish，op. cit.， p. "96 . 
.2) H. Kaufmann. Der kanadische Weizempζ山 1"'932" S. 157・



農
産
物
白
プ
1
引
ン
グ
に
就
い
て

第
四
時
抗

四
7z 

第
三
十
八
巻

/1. 

留
ま
る
が
、
高
度
に
後
遺
し
た
る
み
一
園
的
聯
合
の
揚
A
口
に
は
、
プ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
農
産
物
の
供
給
宏
統
制
し
、

そ
の
債
格
水
準
ぞ
も
引
上
げ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
恒
域
は
全
国
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
て
プ
l
y
の
直
域
は
、
特
妹
な
る
品
質
の
青
果
を
産
出
す
る
村
落
に
於
て
は
、
一
村
落
を
単
位
と
す
る
販
貰

組
合
の
地
域
と
一
致
せ
し
む
る
要
が
あ
る
が
、
比
較
的
農
大
な
る
一
府
職
の
生
産
保
件
が
相
類
似
す
る
場
合
に
は
、

プ
1
Y
の
匹
域
争
各
府
職
聯
λ

命
令
の
地
域
に
一
致
せ
し
な
べ
〈
、
ま
七
我
闘
の
米
穀
、
諸
外
岡
の
小
婆
の
如
〈
、

そ
の
品
質
が
会
閥
的
に
著
し
く
異
ら
ゴ
る
商
品
に
在
hγ

で
は
会
閥
的
。
y
l
y
金
構
成
寸
お
が
趨
蛍
マ
め
ら
う
。
但

し
こ
の
場
合
に
於
て
は
、
産
業
組
合
の
本
質
よ
叩
り
し
て
、
組
合
員
の
親
和
力
ぞ
怒
と
し
、
従
て
そ
の
交
互
作
用
の

一
村
落
の
単
位
組
令
を
細
胞
L
」
す
る
聯
ム
口
組
織
に
よ
る
べ
き
で
あ
ら
九
o

カ
を
質
的
に
強
大
な
ら
し
か
る
た
め
、

尚
ほ
会
園
的
に
栽
培
さ
れ
る
果
宜
、
読
菜
に
あ
り
て
も
、
地
方
に
よ
り
著
し
く
品
質
ぞ
異
に
し
、
士
花
一
気
候
の
差

異
に
基
.
き
出
荷
季
節
を
異
に
し
、
且
つ
各
地
方
の
出
荷
す
る
市
場
を
異
に
す
る
揚
令
に
は
、
地
方
毎
に
別
個
の
プ

l
y
p
-
設
置
す
る
を
便
宜
と
す
る
も
、
各
地
方
の
グ
!
y
を
更
に
統
轄
し
、
そ
の
出
荷
時
期
、
出
荷
市
場
等
に
就

て
相
互
聞
に
協
定
を
行
ひ
、
会
岡
的
に
出
荷
を
時
間
的
詑
に
宰
間
的
に
統
制
し
、
以
て
債
格
の
安
定
を
圃
る
中
央

機

闘

の

設

置

を

必

要

と

す

る

。

。

E
ブ
I
リ
ン
グ
の
期
間
プ
!
?
ン
グ
施
行
の
期
問
、
卸
ち
平
均
計
算
を
行
ふ
べ
き
期
間
は
、
生
産
物
の
品
質

如
何
に
よ
り
て
異
な
る
。

ω先
づ
第
一
に
小
委
・
棉
花
、
煙
草
等
の
如
〈
、
比
較
的
耐
久
性
を
有
し
‘

牧
穫
量
は
、
一
定
季
節
に
牧
得
さ
れ
、

一
ヶ
年
の

一
年
聞
を
遁
じ
て
消
費
さ
れ
る
商
品
に
在
り
で
は
、
プ
!
?
ン
グ
期
聞
を

拙稿、産業組合の本質(経済論叢、第37俗、第3~責)参照。



一
ヶ
年
と
な
す
が
合
理
的
で
あ
る
。
蓋
し
平
均
計
算
期
聞
を
一
ヶ
年
と
な
す
こ
k
に
よ
り
て
、
債
格
の
麓
動
、
就

中
そ
の
季
節
的
襲
動
を
平
均
し
、
プ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
危
険
分
散
の
目
的
を
最
も
よ
く
遣
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

コ
之
に
反
し
て
バ
タ

I
、
鶏
卵
、
家
畜
等
の
如
〈
、
不
断
に
生
産
さ
れ
る
が
、
そ
の
債
格
が
日
々
、
毎
週
著
し

1

盤
動
す
石
商
品
に
在
り
て
は
、
第
一
類
心
商
品
よ
り
も
プ

l
y
ン
グ
の
期
聞
を
短
か
く
す
る
が
至
嘗
で
あ
る
。
此

等
の
商
品
に
あ
り
で
は
普
通
一
週
叉
は
一
ヶ
月
を
以
て
、
ぞ
の
期
間
と
し
て
ゐ
る
。
三
果
賞
、
競
菜
の
如
〈
、
出

荷
期
聞
が
限
定
さ
れ
、
出
荷
期
間
中
に
於
て
色
日
々
著
し
〈
品
質
密
異
に
し
、
耐
久
力
の
極
め
て
短
き
革
の
如
き

に
在
り
で
は
、

一
日
俸
の
プ

1
リ
ン
グ
が
行
は
れ
る
場
合
も
あ
る
。
其
他
の
青
果
に
あ
り
て
も
、

季
節
的
傾
格
盤

動
.
か
飴
h
ノ
著
し
〈
、
附
一
u
y
!
ズ
ン
内
に
於
て
も
初
期
、
盛
期
切
終
期
に
脚
伸
一
じ
て
著
し
き
趨
動
を
一
不
す
も
の
に
あ

り
で
は
、
プ
!
?
シ
グ
期
間
も
そ
れ
に
膝
じ
て
趨
雷
に
匝
切
る
べ
き
で
あ
あ

D

今
試
み
に
一
九
二
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
四
七
八
の
青
果
販
責
組
合
に
就
て
調
査
さ
れ
た
る
、
各
種
の
果
貫
及
び

麗
菜
の
プ

l
y
y
グ
期
間
を
示
せ
ば
次
の
如
く
な
っ
て
ゐ
ム
。

桃華葡柑 F

ン

萄橘ゴ
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p
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四
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四
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"'1'沼延一氏、背果市場債格の季節向車時劃の型にJ沈で(農業経済研究、第8巻、
第4披)参照。
A. W. Mckay， op. cit.， p. 36. 2) 
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田
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Z邑・
ニユ "電 /、

-坪占凡門阿
国

一』

て
は
一
日
乃
至
三
日
を
プ

l
リ
ン
グ
期
間
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
疏
菜
類
は
大
瞳
に
プ

1
リ
ン
グ
期
聞
が
比

I I 

般
的
短
い
。
た
Y
甘
藷
の
み
は
例
外
を
な
し
て
ゐ
る
。

四
組
合
員
へ
の
代
金
支
梯
プ

l
p
y
グ
に
於
て
は
、
組
合
員
は
一
定
期
間
の
平
均
債
格
を
受
く
る
も
の
で
め

る
か
ら
、
各
組
合
員
へ
の
精
算
は
プ
!
?
ン
グ
期
間
の
絡
り
に
行
は
れ
る
も
の
で
め
る
υ

併
し
プ

l
y
の
期
聞
が

長
期
、
例
へ
ば
-
季
節
叉
は
一
ヶ
年
に
亘
る
場
合
に
は
、
組
合
へ
代
金
が
回
牧
さ
れ
る
に
つ
れ
、
時
々
組
合
員
へ

内
金
を
渡
し
、
期
間
の
絡
に
精
算
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
た
組
合
員
の
組
合
へ
の
出
荷
と
同
時
に
時
債
の
幾
割

(
七
、
八
割
)
か
を
内
控
金
と
し
て
前
掛
ひ
す
る
こ
と
も
あ
る
。
農
産
物
に
よ
り
て
プ

l
y
に
於
て
出
荷
統
制
を
な
す

必
要
上
、
長
期
に
豆
り
て
貯
離
保
管
す
る
要
も
め
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
勿
論
組
合
員
へ
は
一
定
の
内
渡
金
を
前



捕
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
要
す
る
資
金
は
、
組
合
が
貯
燕
保
管
口
叩
を
措
保
と
し
て
他
の
金
融
機
関
、
殊
に

信
用
組
合
か
ら
借
入
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
最
初
の
内
擁
金
を
如
伺
な
る
範
園
に
決
定
す
る
か
V

周
題
で

あ
る
。
殊
に
小
農
に
於
て
は
現
金
牧
入
に
卦
す
る
欲
求
が
蛾
烈
で
あ
る
か
ら
、
最
初
の
支
梯
額
を
時
債
に
誼
〈
決

定
さ
れ
る
と
と
を
望
む
で
あ
ら
う
。
こ
の
最
初
の
内
渡
金
が
能
り
少
な
き
と
き
は
、
稿
も
す
れ
ば
組
合
員
を
し
て

往
々
故
買
を
な
さ
し
め
る
誘
固
と
も
な
る
J

組
合
員
の
出
荷
に
際
し
て
、
市
債
の
金
舗
を
受
取
り
得
r
d

る
貼
に
、
プ

1
Y
に
劃
す
る
不
平
が
屡
々
現
は
れ
る
。

こ
れ
を
緩
和
す
る
方
法
と
し
て
、
消
費
組
合
の
市
償
配
給
主
義
を
模
倣
し
て
、
組
合
員
の
出
荷
に
際
し
て
は
、
ぞ

札明、

ω地
方

ω市
情
じ
鵡
〈
前
姉
ゃ
な
し
、

.
J
i
y
の
よ
り
高
慢
な
&
版
需
に
よ
り
七
件
ら
れ
る
録
制
利
縫
合
は
之
常

プ
l
y
期
間
後
に
組
合
員
に
配
営
す
る
こ
と
が
考
案
さ
れ
る
。
併
し
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
市
債
の
金
額
支
排
を

な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
組
合
の
借
入
金
を
過
大
な
ら
し
め
、
利
子
負
措
を
大
な
ら
し
め
る
倶
炉
ゐ
る
。
且
つ
農
産

物
に
し
て
そ
の
債
格
騰
落
が
激
し
い
揚
合
に
は
、
組
合
が
損
失
を
被
る
年
も
起
る
。
従
て
一
シ
ー
ズ
ン
の
初
期
に

比
較
的
高
率
な
る
支
捕
を
な
し
、
そ
の
後
に
至
り
債
格
の
暴
落
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
支
梯
債
格
を
平
均
す
る
プ

I
Y
の
趣
旨
よ
り
し
て
、
最
初
の
人
々
か
ら
臨
捕
の
代
債
の
幾
割
か
の
排
戻
を
要
求
せ
ゴ
る
を
得
な
い
こ
と
h

な

り
、
反
っ
て
プ

l
y
盤
替
の
困
難
を
惹
起
す
る
こ
と
う
な
る
。
併
し
債
格
の
比
較
的
安
定
的
な
る
農
産
物
を
取
扱

ふ
プ

l
y
に
在
つ
て
は
、
最
初
の
支
梯
一
額
を
し
て
賞
質
的
に
そ
の
地
方
の
市
場
債
格
の
杢
額
に
接
近
せ
し
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

農
産
物
自
ア

1
p
シ
グ
問
就
い
で

第
三
十

A
巻

i¥. 

Z五

第
四
強

四
九

Hanna， op. dt.， p.. :26R 



農
産
物
の
プ
F

リ

y
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
巻

五
O 

八
二
六

第
四
披

(
註
}
農
民
の
現
金
に
封
す
る
欲
求
を
割
酌
し
、
且
ワ
将
来
の
債
格
費
動
を
猿
測
し
て
、
プ
ー
ル
期
間
の
卒
均
債
格
に
接
近
し
、
し
か
も
之
を
超

過
せ
ぎ
る
中
う
前
波
金
額
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
殊
に
農
業
恐
慌
時
に
於
て
、
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
白
小
多
プ
ー
ル
に
於
て
も
、
一
九

一一九

l
三
0
年
度
に
於
て
、
理
事
者
が
小
夢
債
格
の
猿
測
を
訣

p
、
前
渡
金

E
高
率
に
定
め
た
る
た
め
、
後
日
に
重
り
、
組
合
員
に
過
剰
支
排

額
の
返
還
を
要
求
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
っ
た
。
併
し
組
合
員
は
慨
に
之
を
消
費
し
居
り
、
そ
の
返
還
は
事
賃
上
不
能
と
な

P
、
暗
証
に
ア
ー
ル

の
大
損
害
を
招
き
、
そ
の
解
散
を
も
促
す
に
至
っ
た
e

、F

一

缶
掘
削
ブ
ー
ル
と
任
意
ブ
ー
ル
臨
制
プ

l
y
k
任
意
プ

l
y
と
の
匝
別
は
一
設
に
解
せ
ら
れ
る
。
先
づ
2

ミ

ツ
シ
ユ
の
匝
分
に
よ
れ
ば
、
組
合
が
プ

1
リ
ン
グ
佐
賀
施
す
る
場
合
、
組
合
員
の
出
荷
は
必
中
プ

l
y
す
る
や
う

定
め
ら
れ
る
の
川
市
制
。
7
1
Y
一?の
h
w

シ
市
川
町
↓

L
ノ
υ
1
1
0
f
J
J
J
七
、
可
ナ

M
Y
-
-
J
M
M
L
m
o
p
J
下

知

ぷ

ir--【

U
U
4
1
d
zー

|
州
f
'
t

・4
古

4
0
仁
川
制
ふ
H
b
説
じ
制
別

計
算
に
よ
り
て
販
買
す
る
か
、
或
は
組
合
員
が
勝
手
に
市
場
に
出
荷
す
る
か
を
組
合
員
の
自
由
意
思
に
上
っ
て
決

せ
ら
れ
る
場
合
を
任
意
プ

l
y
と
言
ム
。
前
者
の
強
制
。
フ

l
y
の
場
合
に
於
て
も
、
組
合
白
鯉
へ
加
入
す
る
こ
と

は
、
今
日

ω
産
業
組
合
が
自
由
組
合
た
る
姑
よ
ち
し
て
、
人
々
の
自
由
意
思
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味

の
強
制
プ

I
Y
な
ら
ば
、
任
意
プ

l
y
に
優
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
組
合
員
会
員
が
プ

l
y
に
参
加
す
の
で
な

プ
l
y
本
来
の
目
的
た
る
危
険
分
散
や
債
格
の
統
制
が
充
分
に
建
せ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
住

け
れ
ば
、

(
註
)
ヨ
ミ
ツ
シ
ユ
の
云
ふ
強
制
プ

1
1
w
の
趣
旨
は
、
昭
和
七
年
九
月
六
日
公
布
の
産
業
組
合
法
の
改
正
に
よ
り
て
航
に
我
踊
に
於
て
も
認
め
ら

れ
て
ゐ
る
。
即
ち
「
産
業
組
合
叉
仕
産
業
組
合
聯
合
舎
は
定
款
町
定
め
る
所
に
依
り
、
定
款
の
規
定
に
違
反
し
た
る
組
合
員
に
封
し
、
制
裁
を

鴛
し
得
る
」
J
D
途
が
閑
か
れ
た
。
と
の
改
正
傑
支
は
組
合
員
を
し
て
園
値
目
意
思
に
服
従
せ
し
む
る
こ
と
を
認
め
た
る
も
の
で
事
組
令
員
白
一
統

:
削
土
重
大
な
る
意
義
を
有
ナ
る
。
例
へ
ば
販
責
組
合
の
目
的
達
成
上
、
組
令
E
A
の
抜
責
を
禁
ず
る
と
と
も
定
款
に
規
定
出
来
る
。
放
に
と
白
定

款
に
反
し
、
組
令
員
が
組
合
外
に
責
却
ナ
る
と
き
は
、
組
合
は
そ
の
組
令
艮
に
笥
し
過
怠
金
を
課
す
る
と
と
が
出
来
る
。
と
の
規
定
は
直
ち
に

プ

p
シ
I
グ
に
も
之
を
援
用
ナ
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。

l} Kaufmann， a. a. O. S. 142. 
2) Comish， Op. cit.， p. 300. 



道

第
・
二
の
意
味
に
於
げ
る
強
制
ア

l
y
は
、
プ

I
Y
匝
域
の
農
業
者
は
必
や
該
プ

I
Y
の
組
A
同
員
た
る
を
要
す
と

規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
地
方
の
杢
農
業
者
が
其
の
地
方
の
プ

I
Y
に
参
加
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
農
産
物
の

債
格
統
制
は
充
分
に
蓬
せ
ら
れ
な
い
。
蓋
し
プ

l
y
の
組
合
員
が
一
致
聞
結
し
て
生
産
制
限
仁
よ
る
供
給
統
制
を

闘
る
も
、
組
合
員
以
外
の
人
々
が
、
プ

I
Y
に
よ
る
生
産
制
限
の
驚
す
債
格
騰
貴
を
見
越
し
て
、
遣
に
生
産
瞭
張

を
固
る
な
ら
ば
.
プ

l
y
の
目
的
は
水
抱
に
蹄
す
る
外
な
い
か
ら
で
め
る
。
ア
メ
リ
ノ
カ
の
食
糧
研
究
所
の
言
ふ
如

〈
「
組
合
員
外
の
人
々
は
、
降
雨
の
際
に
は
プ
J

W
の
傘
下
に
立
つ
が
、
お
天
気
が
普
く
な
る
と
、
直
ぐ
と
び
出

明す
が L_.

れか
1t: ら
骨羽 ・1:
..) ，/) 

r る
o lJ 0 

か

¥-a意
味
の
強
制
プ

l
y
の
設
立
は
も

一
九
二
七
年
来
カ
ナ
ダ
で
問
題
と
な
っ

K
が
、
官
一

ιmwu
山
川
制
ブ

l
y
刊
、
産
業
組
合
が
本
都
自
由
制
令
土
る
紺
よ
り
者
ふ
れ
ば
和

許

S
れ
な
レ

で
あ
ら
う
が
、
完
杢
な
る
債
格
統
制
の
目
的
を
達
す
る
上
か
ら
、
必
要
な
る
組
織
k
云
は

F
る
を
得
な
い
。
・
併
し

こ
の
賄
に
就
て
は
倫
ほ
将
来
の
研
究
に
侯
つ
こ
と
冶
す
る
。

回

以
上
に
亘
り
て
、
プ

1
9
ン
グ
の
意
義
及
び
内
容
に
就
て
検
討
し
た
る
が
‘
更
に
進
ん
で
プ

1
y
ン
グ
が
農
産

物
の
販
買
上
に
及
ぽ
す
作
用
に
就
て
論
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
プ

l
y
y
グ
の
作
用
は
、
川
農
産
物
販
真

上
に
於
伊
右
危
険
分
散
作
用
主
、
間
農
産
物
の
出
荷
調
節
に
よ
る
債
格
統
制
作
用
'
と
に
分
つ
こ
と
が
出
来
忍
。

一
一
服
責
上
の
危
険
分
散
作
用
交
通
機
関
の
説
棋
連
と
遁
信
網
の
普
及
左
に
基
き
、
農
産
物
債
格
の
地
方
的
接
動

は
往
時
に
比
し
て
著
し
く
縮
少
し
亡
と
言
ふ
も
の
〉
、
向
ほ
今
日
に
於
て
も
市
場
を
異
に
す
る
に
従
ひ
、
同
一
期

農
産
物
の
プ

1
p
ン
グ
に
就
い
で

五

八
二
七

第
四
披

第
三
十
八
巻

Kaufrr羽田1，a. a. O. S. 93 fl. 



農
産
物
の
プ

1

9
ン
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
傘

五

八
二
八

第
問
就

日
に
於
芝
、
同
一
等
級
品
に
封
し
で
も
多
少
の
値
開
き
が
め
る
。
殊
に
青
果
に
就
て
は
、
同
一
市
場
内
に
於
て
も
、

取
引
問
屋
の
多
敷
め
る
場
合
に
は
、
同
一
ヘ
等
級
品
に
劃
し
て
も
賓
債
は
夫
々
多
少
み
な
異
な
る
も
の
で
あ
る
ー
ま

た
一
一
季
節
内
に
於
で
も
農
産
物
に
あ
り
で
は
、
同
一
等
級
品
に
劃
し
て
も
著
し
き
債
格
の
襲
動
を
一
不
す
-
も
の
で
め

る。
真
に
今
日
の
火
都
市
中
央
卸
寅
市
場
に
於
て
は
、
供
給
金
数
量
に
何
等
の
販
貰
技
術
、
按
配
を
加
ふ
る
こ
と
な

く
、
全
部
佐
賀
場
に
陳
列
販
買
す
お
ぞ
以
T
、
需
要
者
(
仲
良
人
、
小
賢
雨
〉
は
一
見
し
て
其
の
日
の
益
供
給
量
の
多
寡

を
知
り
得
る
も
の
で
あ
る
炉
ら
、
供
給
量
比
較
的
大
な
れ
ば
人
気
な
落
し
、
供
給
量
少
な

t
し
て
需
要
を
浦
し
祥

事
き
る
場
合
に
は
直
ち
に
人
気
を
極
端
に
上
げ
る
こ
と
う
な
る
。
か
〉
る
公
開
市
場
に
於
て
は
、
同
一
日
に
於
け
る

煩
格
麓
動
の
幅
は
縮
少
さ
れ
る
も
、
各
地
方
よ
り
の
出
荷
の
聞
に
供
給
上
の
統
制
な
き
現
肢
を
以
て
ん
で
は
、
同

一
等
級
品
に
就
て
も
日
々
の
債
格
韓
動
の
幅
は
従
前
に
比
し
て
、
縮
少
き
れ
ぎ
4
0
棋
が
多
分
に
あ
芯
。

き
れ
ば
か
〉
る
現
肢
を
以
て
す
れ
ば
、
暇
令
販
貰
組
合
を
通
じ
て
出
荷
す
る
も
、
従
来
の
知
き
個
別
許
算
を
以

て
ホ
る
と
き
は
、
市
場
の
偶
然
に
よ
り
て
、
同
一
等
級
で
あ
り
乍
ら
、
出
荷

H
K
出
荷
光
止
を
異
に
す
る
に
従
ぴ
、

手
取
金
を
著
し
く
異
に
す
る
と
い
ふ
不
合
理
が
起
る
。
然
る
に
プ

l
リ
ン
グ
に
於
て
は
、
一
定
期
聞
を
通
じ
、
同

一
等
級
品
の
手
取
債
格
を
平
均
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
偶
然
に
よ
る
債
格
の
騰
落
を
平
均
し
て
、
販
責
上
の
危
険

を
分
散
す
る
こ
と
が
出
来
る
ο

殊
に
一
ヶ
年
の
プ

l
リ
ン
グ
に
於
て
は
、
債
格
の
季
節
的
襲
動
を
相
殺
し
て
、
れ

い
安
定
的
な
る
販
責
債
格
を
賓
現
す
る
こ
と
を
得
る
。
き
れ
ば
コ
ミ
ツ
シ
ユ
の
言
ふ
如
〈
、
「
め
る
意
蝶
巳
埜
て
、

江坂佐太郎氏、周毒事農産物販賓の合理化、 199J'{。



プ
l
y
y
グ
は
、
少
〈
左
も
多
〈
の
場
合
、
保
険
で
あ
る
」
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

に
出
荷
調
節
に
よ
忍
慣
格
統
制
作
用
上
越
の
販
買
上
の
危
険
分
散
作
用
は
.
寧
ろ
プ
!
?
ン
グ
の
消
極
的
機

能
で
あ
る
が
、
出
荷
調
節
に
よ
る
農
産
物
の
債
格
統
制
作
用
こ
そ
、
そ
の
積
極
的
機
能
で
あ
る
。
ポ
イ

Y
の
指
摘

す
る
如
く
「
小
委
プ

l
y
の
極
端
開
哲
理
は
之
を
一
語
に
し
て
表
示
す
れ
ば
、
統
制
で
あ
る
。
プ

1
9
ン
グ
運
動
は
、

そ
れ
を
分
析
す
る
と
き
は
、
市
場
の
支
配
、
剖
ち
濁
占
を
意
味
す
る
如
く
で
あ
る
。
プ

l
y
は
市
場
を
支
配
す
る

に
充
分
な
る
規
模
に
遣
し
ゃ
う
と
努
め
る
。
而
し
て
そ
れ
は
、
債
格
統
制
計
主
に
於
て
暗
示
す
る
凡
て
で
あ
る
U

と
。
こ
の
言
葉
は
単
に
小
委
プ

l
y
の
み
な
ら
子
、
凡
て
の
農
産
物
の
プ

l
y
に
袋
営
す
る
色
の
で
あ
る
。

に
抑
一
お
農
康
物
の
債
格
が
需
要
供
給
の
如
何
に
よ
り

τ決
守
ら
れ
る
も
の
な
る
限
り
、
こ
の
債
格
ぞ
調
簡

f
r引
に

め
に
は
、
そ
の
供
給
の
統
制
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
今
日
の
農
産
物
の
償
格
が
工
業
品
に
比
し
て
治
常
仁

下
位
に
め
る
は
、
そ
の
供
給
を
需
要
に
臆
じ
で
調
節
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
農
産
物
に
於
て
色
、
各
種
類

毎
じ
)
↓
大
プ

l
y
e
T
作
り
、
そ
の
供
給
を
支
配
し
、
宰
問
的
に
も
、

又
時
間
的
に
も
、
会
問
的
に
出
荷
を
統
制

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
プ
!
?
ン
グ
を
買
施
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
組
合
員
の
蒙
る
利
益
誼
に
損
失
を
公

卒
に
分
措
す
る
と
共
に
、
こ
の
プ

l
y
に
よ
り
て
、
各
市
場
の
吸
引
力
に
臆
じ
て
、
出
荷
の
仕
向
地
を
自
由
に
決

定
し
、
ま
七
之
を
摘
一
営
に
貯
胡
賦
し
て
、
季
節
的
に
も
出
荷
の
輯
轄
を
避
〈
る
こ
と
が
出
来
る
。

併
し
乍
ら
供
給
を
統
制
す
る
に
は
生
産
の
統
制
を
仲
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
大
の
プ

I
Y
を
組
織
し
得
て

色
、
組
合
員
の
生
産
に
干
渉
し
得
な
い
な
ら
ば
、
債
格
下
落
を
防
止
す
る
可
能
性
は
、
著
し
く
減
殺
5
れ
る
も
の

農
産
物
の
プ

1
F
ン
グ
に
就
い
て

第
三
十
八
血
管

第
四
披

八
二
九

五.

Comisli， op. ci t.， p・303・
Boyle， op. cit.， P" 14・



農
産
物
の
プ

1
リ

y
r
に
就
い
て

第
三
十
八
巻

第
四
務

五
I!!I 

八
一
二

O

で
あ
る
。
故
に
農
産
物
の
債
格
統
制
を
完
全
に
行
ふ
に
は
、
会
岡
の
農
業
生
産
者
を
糾
合
す
る
強
制
的
プ

l
y
(加

入
強
制
を
住

C
P』
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
工
業
界
に
於
て
は
、
大
経
替
化
に
よ
る
企
業
集
中
傾
向

に
よ
り
て
二
商
品
の
生
産
者
単
位
数
は
漸
次
少
数
と
な
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
生
産
の
調
節
は
容
易
に
し
て
、
従

て
共
の
供
給
の
統
制
が
充
分
に
行
は
れ
る
。
然
る
に
農
業
界
に
於
て
は
、
大
経
瞥
化
の
傾
向
は
認
め
難
〈
、
依
然

と
し
て
数
百
高
日
の
小
農
が
五
日
々
の
眼
前
に
存
在
し
て
ゐ
る
。
こ
の
幾
百
寓
の
小
規
模
の
生
産
車
位
争
プ

l
y
に

悩
制
的
い
糾
合
し
て
、
彼
等
附
ー
し
て
f
1
Y
指
導
者
仰
窓
瓜
の
士
、
A

に
、
生
産
の
調
簡
h
T
什
は
し
h

げ
お
ニ
と
に
よ

ち
て
、
初
め
て
農
産
物
の
供
給
を
支
配
し
、
農
産
物
偵
一
格
水
準
を
工
業
品
債
格
の
水
準
ま
で
引
上
ぐ
る
こ
と
を
得

る
で
あ
ら
久
。
、
炉
、
る
庚
大
な
る
農
産
物
の
プ

l
y
こ
そ
、
濁
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
、
農
村
協
同
販
貰
組
会

の
誰
出
す
べ
き
目
標
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、

農業生産が天候によりて左右されると主は、この蹟大なる組織を以て Tるも
排除し得ないででらう。 Vlg.日teding，Die KartelHerung dleτLandwi巾 chaft，
1928. s. 79・


